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津市ファミリー・サポート
緊急サポート提供会員養成講座
　津市ファミリー・サポート・セ
ンターは、子育てを地域で支え
合う仕組みを提供しています。
子ども支援、子育て支援に大切
な知識を学んでみませんか？
　７月22日(土)・23日(日)・29日
(土)・30日(日)、８月５日(土)　　
中央公民館研修室Ａ　　2,500円
(テキスト代)　
　電話またはファクスで同センタ－
(　236－0120、　236－0121)へ

平成29年度下水道排水設備
工事責任技術者試験
　11月29日(水)13時～　　県生
涯学習センター(県総合文化セン
ター内)
　８月１日(火)～31日(木)に三
重県下水道公社ホームページに
ある所定の申込用紙に必要事項
を記入し、直接窓口または郵送で
三重県下水道公社総務課(〒515-
0104 松阪市高須町3922)へ　
※当日消印有効
　同公社(　0598－53－2331)ま
たは下水道建設課(　239－1036)

税務職員採用試験(高卒程度)
　受験資格、申込期間、試験日
など詳しくは国税庁ホームペー
ジをご覧ください。
　一次試験９月３日(日)
　名古屋国税局人事第二課試験係
(　052－951－3511、内線3450)

みんな集まれ！
家族で楽しむミニコンサート
　７月８日(土)10時～11時30分
(受け付けは９時45分から)　　
久居総合福祉会館　　ピアノと
バイオリンの生演奏、楽器作り、
抽選会など　　１人500円　　
未就学児と家族　　　100人
　６月20日(火)からＥメールで
住所、参加者全員の氏名(ふりが
な)・年齢、電話番号、メールア

ドレスを子育てサークルegg(　
egg_2016@yahoo.co.jp)へ
　同担当(　080－1484－8955)

パパ教室とママサロン
▶お父さんと｢ふれ愛♡｣
　ベビーマッサージ
　７月23日(日)10時
～11時30分　　０歳
(ハイハイする前ま
で)の子どもと父親　　　10組
▶お父さんと一緒に作って遊ぼう
　～風船太鼓～
　７月23日(日)13時30分～15時
　２歳～未就学の子どもと父親
　　20組
いずれも　別室でママサロンを
同時開催　　高田短期大学(一身
田豊野)
　６月29日(木)からＥメールで
住所、父親・子どもの氏名、子
どもの年齢、電話番号を高田短
期大学育児文化研究センター(　
ikubun@takada-jc.ac.jp)へ
　同短期大学(　232－2310)

海辺の環境学習
｢三重の浜は宝の浜｣参加者
　７月９日(日)９時30分～14時
　阿漕浦海岸　　干潟の生き物・
浜の植物観察など　　小学生以上
※小学生は保護者同伴　　　50人
　６月20日(火)～30日(金)に、
ファクスまたはＥメールで海辺
の環境学習担当(　052－209－
6308、　pa.cbr-isewan-saisei
@mlit.go.jp)へ
　同担当(中部地方整備局内、　
052－209－6329)

観海流水泳教室
　津市指定無形文化財の古式泳法
「観海流」。ゆっくり遠くまで泳
ぐ技を楽しく学んでみませんか。
　７月～来年１月(第１・３火曜日)
18時～19時30分　※１月のみ第
３・４火曜日　　津市民プール　
※10月以降はサオリーナ屋内プー

ル　　小学３年生～高校３年生
　同担当(　090－3151－1853)へ

サマーキャンプスクール
　７月29日(土)13時15分～30日
(日)11時30分　　津市青少年野
外活動センター(神戸)　　飯ご
う炊さん、キャンプファイヤー
など　　市内に在住の小学４～
６年生　　　50人　　2,500円
　６月22日(木)～７月12日(水)
８時30分～17時に直接窓口また
は電話で同センター(　228－
4025)へ

ひらめき☆ときめきサイエンス
「光で発電！一から作る、あなた
が作る太陽電池」
　９月２日(土)・３日(日)いずれ
も９時～17時　※両日とも同内
容　　鈴鹿工業高等専門学校　
　シリコン太陽電池を一から
作ってモーターが回ることを体
験　　中学生　　　各10人　
　７月24日(月)までに同校ホー
ムページから申し込み
　同校総務課(　059－368－1717)

ファミリーエンジョイテニス
　７月17日(月・祝)10時～12時
　三重交通Ｇスポーツの杜鈴鹿
　テニスに触れ合い楽しむ教室
　３歳児～小学生と保護者　　
子どものみ300円
　７月５日(水)までに日本女子
テニス連盟三重県支部担当(　
080－5114－2133)へ

こころの県民公開講座
　７月１日(土)９時30分～11時
20分　　県人権センター(一身
田大古曽)　　「もの忘れと生活習
慣～いまからできること～」を
テーマにした講演　　250人
　県立こころの医療センター(　
235－2125)へ

もり


